
鹿児島県では、県内各地で地域課題の解決に向けて取り組む団体を
支援するため、地域づくりにおける専門的な知識や経験を有する13名
の方々を『地域連携アドバイザー』として登録し、紹介しています。

今年度も、地域で活動する団体のもとへ地域連携アドバイザーを派遣
し、団体が抱える課題の解決に向けて助言・伴走支援を行います。

地域連携アドバイザーが共に考え、新たな気づきや次の活動につなが
るこの機会。課題解決のヒントを得て、活動を前進させましょう！

アドバイザー派遣に関するポイント
➢ アドバイザー派遣を希望する団体は市町村担当課へ申請書を提出し、市町村から県へ申請
➢ アドバイザー派遣には、市町村職員の同行が必要
➢ 地域連携アドバイザーの旅費や謝金は県が負担！(１団体につき派遣４回分まで)
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9/5(木)
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地域づくりの専門家を派遣！
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こんな団体におすすめ
➢ 新たな活動を始めたい
➢ ○○の分野に詳しい方の話を聞きたい
➢現状や課題を整理して活動の行き詰まりを解消したい
➢ 取組中の事業改善・次のステップに向けた助言がほしい
➢ 自走できるよう地域の稼ぐ仕組みを考えたい

地域連携アドバイザー
団体が抱える悩み・課題とマッチングした
アドバイザーを派遣します！

地 域 連 携
アドバイザー
が支援できる

こと

＃課題整理 ＃人材育成
＃地域資源の利活用
＃企画・運営 ＃情報発信
＃空き家再生 ＃資金調達 ＃組織設立
＃子育て支援 ＃居場所づくり ＃計画策定
＃他団体との連携 ＃事業化 ＃特産品開発
＃地域おこし協力隊との連携 など

問合せ先
鹿児島県共生・協働センター（カクイックス交流センター(かごしま県民交流センター) １階）
担当：岩元
電話：099-221-6605 メール： p-kyodo@pref.kagoshima.lg.jp 共生・協働センターHP：

※市町村から県への
申請は9/10(火)まで

地域づくりを企画・始動したい団体や既に地域づく
りを実践している団体など、各団体の活動フェーズ
や課題に応じて、アドバイザーが助言・伴走支援を
行います。

mailto:p-kyodo@pref.kagoshima.lg.jp


アドバイザー派遣を希望する団体は、市町村（※）へ申請書を提出し、
市町村から県（県共生・協働センター）へ申請してください。

【申請期間】
● 団体から市町村へ：令和６年８月７日（水）〜 ９月５日（木）
● 市町村から県へ ：令和６年８月７日（水）〜 ９月10日（火）

【申請方法】
● 団体は、下記の書類を市町村の担当課（※）へ提出してください。
※各市町村の担当課は、県共生・協働センターHPでご確認ください。

⑴ 地域連携アドバイザー派遣申請書（様式第１号）
⑵ 添付書類（任意）

申請理由等が分かる関連資料
・団体の活動状況
・団体が抱える課題やチャレンジしたい内容 など

● 市町村は、団体からの提出書類を確認の上、様式第１号の市町村記入欄に追記して、
県（共生・協働センター）へ書類を提出してください。

アドバイザー派遣事例
地域課題の解決に向けて取り組む団体が、アドバイザー派遣を活用して
活動を前進させています。

地域連携アドバイザー派遣申請

【団体・市町村共通】
＊申請書は、メール又は郵便で送付するか、直接お持ちください。

（提出先：団体は市町村の担当課、市町村は県共生・協働センター）
＊申請に関する詳細（実施要項）や提出書類（申請書様式等）は、県共生・協働センター

HP又は県HPからご確認ください。
＊申請書類等をもとに、県で審査を行い、地域連携アドバイザーの派遣先を決定します。

（４団体程度派遣予定）
＊申請いただいた全ての団体に派遣できるわけではありませんのでご了承ください。

＊イベント開催に向けた
情報発信、地域の巻き込み方

＊今後の活動のための目標設定、
資金確保

＊課題整理と意見交換
＊地域イベントの開催

に向けた助言
＊イベントの振り返り、

今後の展開を検討

＊Instagramアカウントを
開設して広報を開始

＊中長期目標に向けて定款・
年間計画の作成

＊資金確保のため助成事業
の申請

課題 支援内容 その後の取組

課題 支援内容 その後の取組

＊人口流出に伴う地域の空き家
増加

＊空き家を活用した取組を進め
たいが、財源確保やスキル
不足が課題

＊アドバイザーによる
講演・事例紹介

＊ワークショップ
（アイデア出し・企画づくり）
＊現地で物件見学、物件

調査のポイント確認

＊地元企業と連携した
空き家活用プロジェクト
の方向性が決定

＊空き家改修を行う物件の
選定

詳細・申請様式の取得は
こちらから

（県共生・協働センターHP）

過去のアドバイザー派遣
の事例はこちらから

（県共生・協働センターHP）＜事例１＞

＜事例２＞


